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性に関する対話的学びの展開に向けた学習者からみたよりよい保健授業の特徴

学生の既習状況および学習ニーズに着目して

石井里佳|)、木山慶子2)、霜触智紀3）
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イブ･ラーニング)の視点を取り入れることが重要

になろう。対話的な学習活動を通した学びを行う

ことで、学習内容が印象に残り、知識の定着につ

ながると考えられる。 しかし授業を行う教員の課

題として、高校教員は「性教育の特質に起因する

実施への檮跨」や「性教育を実施することの教諭

自身の限界感｣、 「指導法の模索」 といった指導へ

の困難性をあげている7)。 さらに中学・高校教員

の半数以上が性教育のイメージとして心理的に抵

抗感を抱いている2)。また学校教育における性教

育には、 2002年以降の性教育の学習内容に対する

厳しい抑圧規制である「性教育バッシング」が起

こり、性教育実践は萎縮し、後退している‘)とい

った社会的背景がある。

このように授業を行う側である教員の課題が多

いなかで、新たに対話的な学習活動を取り入れた

授業を展開することは、戸惑いや実施への難しさ

があるのではないか。

以上のような教員の性に関する学習指導への困

難さを軽減するためには、学習者からみたよりよ

い保健授業における性教育の特徴や、学習者の性

に関する対話についての意識を明らかにすること

が必要であろう。それらを踏まえることで、講義

型授業を行う場合でも、新たに性に関する対話的

学びを取り入れた場合でも、効果的な保健授業の

実施につながると考えられる。

そこで本研究では、学習者の性教育の既習内容

や印象、学習ニーズおよび性に関する会話につい

て調査することで、性に関する対話的な学びの展

開に向けた学習者からみたよりよい保健授業の特

徴について考察することを目的とする。

I ． はじめに

保健授業において、生殖や男女の発育発達・性

意識といった性に関する学習内容は、小中高全て

の校種で組み込まれている。 このことから、性教

育にとって保健授業の役割は大きいことが窺える。

しかし実際の保健授業における性教育には多くの

課題がある。

学習者である子どもたちの実態としては、望ま

ない妊娠や性感染症が依然として問題である。そ

の背景に、わが国の高校生の約20％、大学生の約

50％が性交を経験しており、高校生で毎回避妊を

する者は約半数12)といった、高い性交経験率や不

十分な避妊の実態がある。これらの健康問題の解

決・改善のためには、適切な知識を身につけ、そ

れらを活用した主体的な意思決定・行動選択がで

きる能力を培う保健授業を展開する必要があろう。

さらに､子どもたちの性に関する意識としては、

中学生は性に対して快楽的表現や犯罪等に関連す

る嫌悪感などをイメージとして抱いている10)。そ

の上、性嫌悪をもつ人は将来性交するという計画

性が低く、性に関してオープンに話したり、性行

動の前に避妊具を入手することができないなど不

健康な行動をする危険性が高いことⅢ)が示され

ている。

このように、今日の保健授業における性教育で

は、学習者の知識の定着および、それらの知識を

活用した主体的な意思決定・行動選択ができる能

力の育成や、性に対して嫌悪感を抱かないための

よりよい授業を展開することが求められていると

いえる。加えて、授業を展開するにあたっては、

新学習指導要領において取り上げられている学び

の手段である、主体的・対話的で深い学び(アクテ
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Ⅱ研究方法

1)調査内容

自記式質問紙調査を実施した。大学生の今まで

受けてきた性教育の内容や印象といった既習状況

および、現在希望する学習内容・学習形態といっ

た学習者のニーズについて回答を求めた｡加えて、

対話的学びに関するニーズと、普段の性に関する

会話の相手や頻度、内容について回答を求めた。

5)分析方法

データはSPSSStatistics24を用い、カイニ乗

検定および、平均値の差の検定ではt検定後に

Tukeyの多重比較を行った。 自由記述は文章分析

ソフトKH Coderを用いた。品詞分析で使用した

品詞は「名詞」 「サ変名詞」 「形容詞」 「動詞」 「形

容詞」 「副詞」である。

2)調査対象・期間

対象は、関東および九州地方の大学7校(国立4

校、公立2校、私立1校)の学生で、調査協力が得

られ、対象者情報に書きもらしがなかった462名

(男子265名、女子197名)である(表l)。

期間は、 2016年11月から2017年7月である。

6)倫理的配慮

筆者が回答者に対し、調査結果を本研究の目的

以外に使用することはないことや個人が特定され

ることはないこと、回答したくない質問には回答

しなくてよいことを口頭および紙面にて説明し、

回答・提出をもってその同意とした。回収した質

問紙およびその結果に関しては、筆者が厳重に管

理した。表l対象者情報

Ⅲ、結果・考察

1.既習内容と印象

1)既習した性教育内容

今まで受けた保健授業の性教育で、学習した内

容として当てはまるものについて回答を求めた。

「性感染症447人(96.8％)」が最も多く、 「性の

生理学的側面」 「性行為・付随側面」に関する内容

が多かった（表2)。また、高等学校学習指導要領

解説保健体育編・体育編（2009)4)(以下指導要領）

に記載されている内容でも学習したと回答してい

ない対象者がみられた。

これらのことから、過去に学習した内容でも、

現在覚えていない場合が少なくないことが推察さ

れる。性知識は、学習してから実際にその知識を

活用するまで期間が空くことが予想される。つま

り、知識の定着として、長期間にわたって内容を

覚えていることが、性の健康にとって不可欠であ

ろう。

さらに、男女比較としてカイニ乗検定を行った

ところ、 「初経(x2(1)=12.45)」 「精通(x2(1)=

22.75)」 「月経(x2(1)=11.32」 「射精(x2(1)=

13.53)｣ (p<.01)などの計11項目で、有意差がみ

られた。特に、男子で「精通」 「射精｣、女子で「初

経」 「月経」といった自身の性に関する内容の方が

既習内容の回答が多かったことから、学習内容を

印象づけるためには、学習内容を学習者にとって

関係が深いと思わせることが重要であると考えら

3)質問紙作成の手順

質問紙は、 日本性教育協会が実施している「青

少年の性行動調査」の中の質問項目として「性に

関するイメージ」 「性教育と性知識．情報」 「友人

関係」 「メディア利用状況」を、中越ら(2010)5)の

質問項目として「性情報の入手先」 「学習した．学

習したい性教育内容」を、筆者独自の項目として

「希望する授業形態｣｢印象に残る性教育授業｣｢嫌

悪感.不快感を抱いた性教育授業」を加え、予備調

査を通して、記入方法を修正した全，3項目の質

問紙を作成．使用した。回答方法は、有無を問う

ものおよび自由記述､ ｢希望する授業形態(3件法)」

以外は4件法で回答を求めた。

また性に関する学習内容は、男女の心身の違い

等を扱うため、男女共学．別学という校種に起因

して既習内容や望む授業形態などに違いがあると

予想される。そこで、対象者情報として出身高校

種の回答を求めた。

4)調査方法

大学の授業後および複数の大学との合同合宿や

研修会において、その場で配布・送付し回収をし

た。

男子

女子

人数

265

197

年齢

Mean l SD
19．08

19．07

1．36

1．27

出身高校

共学｜別学
183

115

82

82
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トワークで多く頻出された語のまとまりから授業

内容の特徴を整理した。

その結果、総抽出語数は1861語確認でき、その

うち分析に使用した語数は582語であった。 うち

頻出50位の単語を表3に示す。

れる。

表2既習内容と男女比較

｜
’
性
の
生
理
的
側
面

女子(N=197)

胃鋪|薙瀞
男子(N=265)
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形
検
定
一
一
拝

ｊ
２

計
部Ｎｌ

初経

精通

月経

射精

第二次性徴

性器

生命誕生

枢

乃

旧

師

兜

師

“

１

１

１

80

57

81

67

67

75

72

427

367

443

411

376

415

406

162

160

171

170

149

165

157

73

71

76

78

68

78

73

＊＊

＊＊

＊＊

表3印象に残る性教育授業における抽出語

総抽出語(使用） : 1861(582）

回数抽出語 回数 抽出語

言う

講義

映像

男子

ない

面白い

コンドーム

月経

内容

講話

指導

中絶

覚える

残る

思う

受ける

話す

なる

セックス

避妊法

エイズ

性感染症

妊娠･出産

人工妊娠中絶

144

168

174

175

167

153

70

74

77

78

76

62

７

４

４

８

７

列

０

１

１

０

９

１

１

１

１

53

74

80

80

80

73

338

423

445

447

431

385

＊＊

4性
行
為
・
付
随
側
面

6

感じる

見る

行う

集める

怖い

リアル

はずかしい

講演

治療

性行為

誕生

教科書

使い方

人工

生命

全校

思春期心理

心理と行動

性役割

性相談所･相

談方法

愛とは何か

性欲処理

異性交遊法

性の意識

同性愛

デトDV

セクシュアル

ハラスメント

性に関する

100

90

75

51

35

42

38

68

45

71

89

58

81

73

61

57

24

37

22

54

31

52

62

48

408

368

326

274

177

249

197

311

222

287

360

262

弱

招

妬

科

帥

旧

鋼

訓

辨

旭

“

㈹

１

１

１

１

１

１

１

１

１

68

62

54

52

38

52

43

58

52

52

65

46

＊＊

性
の
心
理
・
倫
理
的
側
面

幹

＊

神

林

出産

聞く

自分

生徒

おもしろい

ある

３

5

＊＊

医療機関

*p<.05 #｡kp<.01 (人）

網掛け太字は回答率が90％以上のもの

2)印象に残る授業

今まで受けた保健授業における性教育で印象に

残るものがあるか回答を求めた。

印象に残る授業があると答えたものは、 87名

(18.8%)であった。また、男女で有意な差はなか

った。

さらに、印象に残る授業内容として、 101件(男

子57件、女子44件)の自由記述が得られた。印象

に残る授業の内容や印象を把握するために、文章

分析ソフトのKHCoderを用いて各品詞を抽出し、

その頻出回数を明らかにした。次いで、共起ネッ

共起ネットワーク(図1）は、単語を結ぶ線が太

いほど関連が強く、 「水色、白、 上．ンク」の順に媒

介中心性が強く、 円が大きいほど語の出現率が高

いことを意味している。図lでは、 「シーン」 「残

る」 「出産」がこ°ンク色であり、濃淡はあるが他の

色つきの単語は水色であった。 この共起ネットワ

ークの語のまとまりと、実際の自由記述の文章的

意味合いが同様で特徴的な以下の5つのカテゴリ

に整理できた(表4)。

抽出語

先生

する

授業
ニニィ

冒百

講師

印象

外部

エイズ

女子

保健

衝撃

体育

感染

妊娠

ビデオ

回数

36

32

20

19

15

13

12

9

8

7 1
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間

図l 印象に残る性教育授業共起ネットワーク

表4印象に残る性教育授業の特徴 学習者からみた科目保健のよりよい授業の特徴

の1つとして｢印象に残る」のカテゴリがある7)。

しかしながら本研究で印象に残る性教育授業があ

ると答えたものは約2割にとどまった。

さらに印象に残る性教育授業の特徴では、カテ

ゴリ①、“ような、養護教諭や外部講師による

指導や講話といった「普段と異なる特別な授業形

態」やカテゴリ③、④、⑤のような「性行為・付

随側面」に関する学習内容が多くあげられた。

さらに、 「妊娠・出産」という同様の学習内容の

視聴覚教材に対して、 「魅力的など肯定的」と捉え

られる記述と、 「衝鑿的．生々しいなど否定的」と

捉えられる記述があった。つまり、同じ学習内容

カテゴリ 例(原文まま）

外部講師の先生の、エイズに関する

全校生徒対象の講話での映像資料

が衝撃的だった

外部講師

①による全校
講和

臨海学校の直前に女子だけで集め

られ､生理用品を－人1セットずつ配

られ、月経指導を受けた。
②墓の月経

妊娠･出産の流れを覚えた。ビデオ

を見て生命の誕生に感動した｡(保

健体育の先生）

妊娠･出産

③に関する視

聴覚資料
妊娠や出産に関する生々しい映像

⑳壺嘉緋
コンドームの使い方を詳しく真剣に

話してくれた講師がいた

妊娠中絶についてのビデオが話の

授業を受けた時に、自分が思ってい

た以上の衝撃を受けました。
⑤輪妊娠
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表7嫌悪感を抱いた授業における抽出語でも、その教材や指導方法、学習者の実態などに

よって異なる印象を与える場合があり、学習内容

を肯定的に印象づけるためには、生徒の実態を考

慮して教材を選定する必要があると考えられる。

総抽出語(使用） ： 1021（301）

抽出語 ｜回数

男子 ’ 20

抽出語｜回数

クラス

ー緒

気まずい

高校

性器

中絶

話す

授業

生徒
11

3)嫌悪感・不快感を抱いた授業

今まで受けた保健授業における性教育で嫌悪

感・不快感を抱いた経験について4件法で回答を

求めた。

その結果、経験がある(あまりない．たまにあ

る。とてもある）と回答したものは男子195名

(74.4％)、女子162名(84.8%)であった(表5)。

また、全くない(1点)～とてもある(4点)とし

て男女で平均点の比較を行った結果、男子

(Mean=1.97 、 SD=0.73) 、 女子(Mean=2. 13 、

SD=0.68)t(451)=2.389p<.05で女子の方が有意

に高かった。

生々しい’ 9 3

忠
嫌

8

悪い

二一

三つ

７

まじめ

イヤ

ニヤニヤ

ビデオ

感じる

記憶

教育

教師

見える

気持ち

女子

中学

侭

‘O

男女

聞く

2

5

教科書

先生

内容

妊娠

4

表5嫌悪感・不快感を抱いた経験

次いで、嫌悪感・不快感を抱いた授業内容とし

て、 70件の自由記述が得られた。

「2)印象に残った性教育内容」 と同様の手順で

分析を行った結果、総抽出語数は1021語で、 うち

分析に使用したものは301語であった(表7)。

共起ネットワーク(描画数60)(図2)から4つの

カテゴリに整理できた(表8)。

図2では「先生」の単語のみピンク色であり、

濃淡はあるが他の色つきの単語は水色であった。

なお破線で囲まれた語のまとまりは、他の語とも

関連があるが、特定の意味合いとして似ている自

由記述が複数あり、カテゴリに分類できたもので

ある。

人（％）

さらに、出身校種別に見ると、 「男子校(Mean=

1.83、SD=0.652)」と「女子共学校(Mean=2. 15、SD=

0.647)」の比較において「女子共学校」の方が嫌

悪感を抱いた経験が多かった(F=3.593*)(表6)。

表6嫌悪感・不快感を抱いた経験を得点化した平均点（出身校種別）

男子

M鰈学覺| "簾子毘
女子

M鮮学篦| "野子篦
多重比較

Tukey法
F値

②＜③1 ．83 0．65 2．15 0．65203 0．76 2．10 0．71 3．593＊

p<.01 (点）

抽出語

見る

考える

自分

真剣

人工

性教育

正直

男性

知る

恥ずかしい

怒る

読む

発言

雰囲気

言千
員口

回数

2

経験なし群全くない

あまりない

経験あり群たまにある

とてもある

男子

(N=262）

67（25~6）

143（546）

45（17~2）

7（27）

女子

(N=191）

29（152）

112（58~6）

46（241）

4（21）

計

(N=453）

96（212）

255（56~3）

91 （20~1）

11 （24）
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湾

園

図2嫌悪感を抱いた性教育授業共起ネットワーク

表8嫌悪感を抱いた性教育授業の特徴 子の方が多いことが明らかになった。その背景と

して、中学生の性に対するイメージについて、女

性は性行動のリスクとして、妊娠や出産が自分の

身に起こるために切迫した感情を抱き、性犯罪の

被害者となり得る場合も男性に比べ多いために、

嫌悪的でネガテイブなイメージを持つ10)ことが

考えられる｡本研究の抽出語とその頻度をみても、

「男子十生徒」 という使われ方が多く、出身校種

別にみても「女子共学」 「女子校」出身者の方が嫌

悪感を抱いた経験が多いことから､~小中学校時の

男子生徒や男女一斉指導に関連するネガティブな

印象が残っていることが推察できる。

さらに「生々しい」 「下品」 「嫌」 「気持ち悪い」

「気まずい」 「恥ずかしい」 といった表現や、 「教

カテゴリ 例(原文まま）

多くが男子生徒

①の｢下品｣と捉え

られる言動

男子生徒･児童はふざけたり、下品

なことを言うので、同じ教室でこの内

容を学習したくないとかんじました。

授業後の異性

②への関心の高
まりや気まずさ

男女が一緒だったのでとても気まず

かった。

「生々しい｣と捉

③えられる視聴覚
教材

臓器の断面図は見られなかった。

妊娠、出産のDVDがモザイクなしで

みたくなかった。

高校の時の男性教師の発言が下品

で、それを笑っているクラスが気持

ち悪かった

「下品｣と捉えら

④れる言動や威

圧的な態度

以上の結果から、約8割が嫌悪感・不快感を抱

く性教育授業を経験しており、特に男子よりも女
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校種別にみても、特に「男子共学」よりも「女

子共学・女子校」の方が「男女一斉」 「異性教師」

の授業に否定的であった。

科書」 「妊娠」 「人工妊娠中絶」 「性器」 といった教

材・学習内容が多くみられた。

以上のことから、嫌悪感・不快感につながらな

い授業として、教師自身や特に男子生徒が、他の

生徒に「下品」 と捉えられる言動を行わないこと

や、教師は「生々しい」 と捉えられるような教材

を避け、授業形態を学習内容や生徒の実態に応じ

て工夫するとことが重要であると考えられる。

表9希望する授業形態
男子

M辮学蕊|"零子爵
女子

M餅掌畠"野子蕊
多重比較

Tukey法
F値

麺

”

麺

や

“

麺

麺

①

①

ン

く

く

く

⑪

④

⑪

①

②

＊

稗

稗

３

岬
岬
唖
郷
恥
把
馴
池
４

９

川

１

１

Ｑ

Ｏ

男女斉

男女別

単一学級

複数学級

哩
一
咽
一
恥
一
ｍ
｜
皿
一
唖
一
ｍ
｜
吋
一
皿

皿
一
吋
一
叩
一
晒
一
唖
一
睡
一
岬
一
岬
一
ｍ

０

８

９

８

７

１

４

８

７

６

６

３

７

７

４

４

５

２

１

２

２

１

２

１

２

２

２

叩
一
ｍ
一
恥
一
ｍ
一
噸
一
噸
一
唖
一
吋
一
唖

小
一
郡
一
郡
一
幟
一
郡
一
蝿
一
郡
一
祁
一
必

価
一
割
一
理
一
麺
一
割
一
蝿
一
必
一
郷
一
麺

唖
一
ｍ
一
咽
一
唯
一
唖
一
唖
一
脈
一
恥
一
咽

加
一
獅
一
麺
一
岬
一
翫
一
蝿
一
郡
一
郡
一
必

授
業
形
態

2．性教育に関する学習ニーズ

1)学習したい性教育内容

現在学習したいと思う学習内容について回答を

求めた。

男子では「愛とは何か47人(18.5%)」 「異性交

遊法35人(13.2%)」の順であり、女子では「愛と

は何か36人(18.3%)」 「デートDV･性に関する

医療機関29人(14.7%)の順であった。

全体では、 「愛とは何か85人(18.4%)」が最も

多く、次いで｢異性交遊法59人(12.8%)｣であり、

多い順で7つまで「性の心理・倫理的側面」の内

容であった。

これらの結果から、既習内容とは異なり 「性の

心理・倫理的側面」のニーズが高いことが明らか

になった。さらに､女子で｢同性愛」 「デートDV」

「性に関する医療機関」 といった交際や性行為に

関する内容のニーズが高かった｡その理由として、

本対象者は学生であり、性行動が活発化する時期

であるため、性的なコミュニケーションに関する

知識を求めていることが考えられる。 これらのこ

とから、高校生段階においても「性の心理・倫理

的側面」の内容を補完する必要があると推察され

る。

同性教師

異性教師

保健体育
教師

養護教諭

外部講師

教
員
の
特
性

**p<.01 (点)

これらの結果から、男女ともに「同性教師」に

よる授業のニーズが高く、かつ女子の方が「男女

別」 「同性(女性)教師」 「養護教諭」の授業を望ん

でいることが明らかになった。先行研究において

も、高校生は、男女別での性教育に関する集団講

話について「落ち着いて聞けた」 「気兼ねしないで

聞けた」などの理由から「良かった」 と回答する

ものが多かった6)。

しかしながら、指導要領において「異性を尊重

する態度が必要であること（中略)を理解できるよ

うにする｡」と示されている通り、男女の心身の違

いを学ぶ機会として男女一斉授業の意義はあると

考えられ、教師は1時間ごとの授業のねらいに応

じて学習形態の工夫をする必要があると推察され

る。

3)同世代と性について知る・語るニーズ

対話的学びに関するニーズとして､｢同世代の性

についての考えを知りたい｣「同世代と性について

意見交換をしたい」について4件法で回答を求め

た。

「同世代の性についての考えを知りたい」では

「知りたい群(やや思う．とても思う）」が55．5％、

「同世代と性についての意見交換をしたい」では

「したい群(やや思う 。とても思う）」が46．8％で

あった(表10)。また男女で有意な差はみられなか

った。

2)希望する授業形態

性教育の授業を受ける際に希望する授業形態に

ついて3件法（ 「そう思う（3点)」 「どちらでもな

い(2点)」 「そう思わない(1点)」 ）で回答を求め

た。

まず、男女ともに「同性教師」の平均点数が高

かった。男女比較では、女子の方が「男女一斉の

授業」 「異性の教師」の点数が有意に低く、 「男女

別の授業」 「同性教師の授業」 「養護教諭の授業」

が有意に高かった(表9)。
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表10性について知る・語るニーズ 続いてその会話の内容について回答を求めた。

「同性の友人」の会話の内容をみると、 「性の生理

学的側面」 「性行為．付随側面」 「性の心理．倫理

的側面」 と様々な内容の会話をしていた(表ll)。

さらに、 「同性の友人」との会話において女子同

士で｢初経(x2(1)=13.92)」 「月経(x2(1)=44.90)｣、

男子同士で「精通(x2(1)=85.50) 」 「射精

(x2(1)=92.78)」の回答が多かった。また「異性の

友人」 との会話では「射精(x2(1)=5.62)」につい

て男子よりも女子の方が有意に多かった(表12)。

したくない

全く思わないあまり思わない

34（7.6） 166（370）

23（8.8） 80（30.8）

11 （5.8） 86（45.5）

31 （7.0） 203（46.1）

16（6.4） 102（40.6）

15（7-9） 101 （53.4）

したい

やや思う とても思う

204（45.4） 45（10.0）

129（49.6） 28（10.8）

75(40.0) 17(9.0)

175（39.8） 31 （7.0）

114(45.4） 19（7.7）

61 （32.3） 12（6.3）

同世代の

性ついての

考えを

知りたい

計

一

野

毎

一

計

一

雰

好

同世代と

性ついて

意見交換を

したい

人（％）

性について知る・語るニーズはともに約半数に

とどまった。その理由の1つとして、 「学校は公的

な場であるのに対して、セクシヤリテイは私的で

個人的で隠すべき事柄だとみなされてしまう」 3）

という意識があることが考えられる。 「知りたい」

より 「意見交換をしたい」のニーズが少なかった

ことからも、対象者は学校や授業という公の場で

性について語ることのイメージができず、抵抗感

や違和感があることが推測される。

さらに、 「1. 2)印象に残る授業」の自由記述に

おいて、生徒同士で意見交換をするような対話的

な学習活動に関する記述がなかったことから、本

対象者は性に関する対話的な学びの経験が少ない

ことが推察される。そのため、性について知る・

語る学びの方法やねらいを理解しておらず、難し

いことと考えているのではないか。

その一方で、約半数のニーズがあったともいえ

る。その理由として、若者は自身の性に関する情

報不足を感じていること9)や、若者の性に関する

相談相手は男女共に「友人」が最も多いこと！2)が

考えられる。つまり、性について語る経験やイメ

ージがないものの、友人や近い価値観を持ってい

る同世代とならば、性についての意見交換をした

いと考えたのではないか。

表11 同性の友人との会話内容

同性の友人

計 男子女子

初経

精通

月経

射精

第二次性徴

性器

生命誕生

扣
加
妬
”
顕
”
“

１

１

卵
６

卵
お
鍋
犯
鎚
哩
沁

１

１

１

性
の
生
理
学
的
側
面
一
性
行
為
・
付
随
側
面
一
性
の
心
理
・
倫
理
的

114

11

12

19

22

３

９

７

９

３

９

７

１

７

８

７

４

１

１

セックス

避妊法

エイズ

性感染症

妊娠･出産

人工妊娠中絶

243

180

93

113

134

70

70

61

16

24

61

21

思春期心理

心理と行動

性役割

性相談所･相談方法

愛とは何か

性欲処理

異性交遊法

性の意識

同性愛

デートDV
セクシュアルハラスメント

性に関する医療機関

96

90

70

56

110

124

97

97

98

68

79

44

71

66

56

48

75

121

74

77

66

46

50

34

西
劉
叫
８
妬
３
塑
加
醜
塑
油
扣

側
面

（人）

網掛け黒太字は全体の20％､網掛け白字は50%以上

表12男女での会話の内容の比較

3．性に関する会話

まず、性に関する会話の相手として「家族」 「同

性の友人」 「異性の友人」 「先輩」における、それ

ぞれの会話の頻度「まったくしない」 「あまりしな

い」 「たまにする」 「よくする」について回答を求

めた。

その結果、 「同性の友人」において「する群(た

まに・よくする)」が男子80.4%、女子63. 1%と

最も多かった。

雲子 女子 ”‘橇憲鮮の肇〃‘嬢定
同性の友人

40 58 15 250
＊＊

225 139 6 191

70 6 9 256
＊＊

195 191 10 187

44 221 32 233
＊＊

114 83 19 178

124 141 11 254
＊＊ ＊

11 186 19 178

÷フ

初経鰯、
4－ブ

精通鼠、

月経顔、
射精霞、

*p＜,05 ＊*p＜,01 （人）

これらの結果から、対象者は普段から同世代の

友人と様々な性に関する内容を話していることや、
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自身と異なる性に関する話題であっても意識的に

異性と話していることが明らかになった｡つまり、

性について知る・語ること自体をしたくないので

はないと解釈できる。

よって、対話的な学びを性教育で行う際は、そ

の学習のやり方や意義・ねらいなどを説明するな

ど、生徒の学習経験などの実態を踏まえた配盧が

必要であると考えられる。

本研究では、対話的学びのための学習者からみ

たよりよい性教育授業の特徴6点を示すことがで

きた。今後の課題としては、今回考察した特徴を

踏まえた性に関する対話的学びを取り入れた保健

授業の実践と評価を行う。
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Ⅳ~結論

本研究では、学習者の性教育の既習内容や印象、

学習ニーズおよび性に関する会話について調査す

ることで、性に関する対話的学びの展開に向けた

学習者からみたよりよい保健授業の特徴について

考察することが目的であった。

その結果から、以下の6つの授業の特徴が得ら

れた。

1.学習内容が、学習者自身と関係が深いと捉えら

れる工夫をしていること。

2.学習内容について性の心理・倫理的側面を補完

していること。

この2点を、対話的学びの学習内容として考慮

することで、知識の定着につながるとともに、学

習者の学習ニーズを満たすと考えられる。

3~外部講師や養護教諭との連携授業や、学年や全

校での講話を組み合わせていること。

4.授業のねらいや学習者の実態に応じて、男女別

授業や同性グループの編成、同性教師からの学

習指導などの工夫をしていること。

この2点を、対話的学びの授業形態として考慮

することで、知識の定着や、性について自分の考

えを語ることの抵抗感の軽減につながると考えら

れる。

5.生々しいと捉えられる視聴覚表現を避け、提示

する場合は事前に説明などをしていること。

6.対話的な学習の進め方やねらいなどを説明して

いること。

この2点を、対話的学びの学習活動の資料の提

示や説明の段階で考慮することで、学習者が性に

対して嫌悪感や不快感を抱かないことや、対話に

主体的に参加しやすくなることが考えられる。
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